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「もし毎日新しいことを学んでいないのであれば、それは
あなたがテストをしていないということです。」これは昨
年、『テストの現状調査2013』について議論している時の
Jerry Weinberg氏の発言です。

私たちは『テストの現状調査2013』は大成功だったと信
じています。アンケートの回答者やレポートをダウンロー
ドした人たち、それに加えて、Jerry Weinberg氏やFiona 
Charles氏と開催したウェビナー※の受講者から、素晴ら
しいフィードバックやコメントを得ることが出来ました。

そこで、継続的にテストの分野についての新しい事実と
動向を学ぶため、『テストの現状調査 2015』を実施する
ことにしました。

まず始めに、この調査をテストコミュニティにとってより
良いものにすることを手伝っていただいた検討委員会の
メンバー（Leah Stockley、Michael Larsen、Keith Klain、
Jerry Weinberg、Trish Khooの各氏）に感謝の意を表しま
す。

また、この調査の拡散を手助けしてくれた協力者や、そし
てもちろんこの調査報告を作成するためのデータを提供
してくれた全ての回答者にも感謝します！
今年集まった調査結果を前回のものと比較してみると、
特定の項目での進展が見られることを嬉しく思います。
それと同時に、それ以外のテストの専門職の側面も、や
がて明らかになるであろうと信じています。

テストコミュニティが（実行、方法、モデルなどの点にお
いて）どこへ向かっているのか断言するには早すぎま
すが、『思考力のあるテスター』の需要が増加しており、
現在の産業界はただの『テスター』以上の人間を必要
としているということは、自信を持って言えます。ここで
はこれ以上詳しく述べません。一番必要とされているテ
ストスキル、産業界へのアジャイルの適用、テスターが
担う（ことが期待される）テストの範囲を超えた活動、な
どの調査項目の結果を是非ご覧ください。

また調査結果から、テスター、マネージャー、そして組
織が今でも直面しているいくつもの課題、そしてそれら
の解決のためのヒントを見てとることができます。今後
、これらの課題が自分達の仕事にどのように作用し影
響していくのか、より鮮明な図を見ることができると確
信しています。

全体として、私たちは今年の現状調査の結果、特に回
答者数が前回より倍増したことを喜ばしく思います。そ
して、今後は更に多くのテスターが回答してくれること
を願っています。 

『テストの現状調査2015』からみなさんが必要とする
情報を見つけられること、そしてこのレポートが、今年
テストに起こるかもしれない何かに備えるための助け
になることを願っています。ではお楽しみください！

はじめに 

Lalit and Joel

[テストの現状調査2015 日本語翻訳チームから]

このレポートは2013年に実施された『テストの現状調査2013』に引き続き、イスラエルのPractiTest社のJoel Montvelisky氏とイン
ドのTea-Time with Tester誌発刊者のLalitkumar Bhamare氏が、2015年1月～2月にインターネット上で行った第2回目のアンケート
調査結果の報告です。前回の調査よりも多い860人のソフトウェアテストのプロフェッショナルがアンケートに回答してくれました。
この中には日本からの回答者も含まれていますので、このレポートがより身近に感じられると思います。

前回同様に翻訳版の作成にあたっては、JoelとLalitから翻訳許可を得るとともに、電子データも提供していただけたのでオリジナ
ルと同様の体裁にしています。

この翻訳版レポートが読者のみなさんの問題を解決する手がかりになることを願っています。
 
2015年12月
日本語翻訳チーム  根本 紀之、辰巳 敬三、飯島 茂恵子、矢野 恵生

※訳者注記：ウェビナー（Webinar, ウェブ(Web)とセミナー
(Seminar)を組み合わせた造語）は、インターネット上で行
なわれるウェブカンファレンスである。wikipediaより
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あなたの会社はどれくらいの地域にまたがって活動して
いますか、という質問には1/3の会社が1つの地域、もう
1/3が4地域以上（これらはグローバルカンパニーであると
言ってもさしつかえないかもしれません）と回答していま
す。残りの1/3は2つ、または3つの地域で活動していると回
答しています。

グローバルに活動する企業

回答したテスターは様々な規模のチームにうまく分散し
ているようです。小規模と大規模のチームに属している
テスターが多いですが、偏りはそれほど顕著ではありま
せん。
そうはいっても地域に着目すると、北米、西ヨーロッパ、
オーストラリアのチームは規模が小さい傾向があり、対
照的にインド、アジア、東ヨーロッパ、中東のチームは規
模が大きいという傾向があります。

28%

21%

20%

様々な規模のテストチーム

回答者の統計情報

31%

地域

16 ～ 50人のテスター

1 ～ 5人のテスター

6 ～ 15人のテスター

51人以上のテスター

アフリカ
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35%22%

11.5%

8.5%

1%

3%

2.5%

13.5%

35%

22%

11.5%

8.5%

1%

3%

3%

2.5%

13.5%

Sponsored by

ヨーロッパ（とロシア）

USA / カナダ

インド

アジア（インド以外）

中東

ラテンアメリカ
オーストラリア/ニュージーランド

アフリカ
その他



給与の状況
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42アフリカ 3020135

10+ 年5-10 年2-5 年1-2 年0-1 年経験 /
地域 

3727ラテンアメリカ 26NA*5

5124インド 181811

4430東ヨーロッパ /
ロシア 2013NA*

6555中東 33188

9365西ヨーロッパ /
APAC 483914

NA* - 意味ある情報のための十分なデータが得られず

10793USA / カナダ 63NA*28

6328262418アジア

驚くにはあたりませんが、世
界的な傾向として報酬の伸
びが最も顕著なのは就業１
年後です。

もう一つの顕著な伸びは、テスタ
ーが10年以上働いて専門家とみ
なされた時です。

奇妙なことに、アジアとラテンアメ
リカでは勤続2年から10年の間の
テスターの報酬に目立った差が
なく、他の地域には見られない結
果となっています。

年収：単位は1000米ドル



大半の回答者は5年以上の経験者

テスターとテストリードの数が多く、ほぼ同じ

テスターの専門性に関するプロフィール  

1年未満

5 ～ 10年

2 ～ 5年1 ～ 2年

10年以上 

テストエンジニア
または

テストアナリスト

テストリード
または

テストマネージャー

自動化担当
テスター

ソフトウェア
開発者

コンサルタント その他

この調査の回答者の大半は、テスター、テストマネージャー、
あるいは自動化担当テスターです。興味深いことに、テスト
リードまたはテストマネージャーと回答した数と、テストエ
ンジニアまたはテストアナリストと回答した数がほぼ同数で
した。 『その他』という回答の中で紹介しておきたいのは、テ
ストジャンパー※(どこからどこへジャンプするのでしょう??)、
生産性エンジニア、孤独なテスター、そして我々のお気に入
り「私はアイスキャンディー("I am a popsicle")! ※」です。

39% 36.5%

7.5% 4% 3%
10%

回答者の大半（61.5％）が5年以上のテスト業務経験を有
しています。これまでの調査でもそうでしたが、前回の調
査時よりこの割合は高まっています（前回は55％）。

注目！   調査結果から、規模の小さな会社（従業員が10人
まで）の方が大きな会社（従業員100人以上）より未経験
のテスターを雇用している割合が10倍程度高いことが分
かりました。つまり、もしあなたがテスト業界で働きたい
のであれば、『リスク』にあえて挑戦する新しい会社のほう
が、あなたのテスト経験に関わらずやる気があれば雇っ
てくれるかもしれません。

注目！  調査結果から、自動化に関わるエンジニアにとっ
て興味深い事実を見つけることができました。それは、
31人以上50人以下の規模の会社は、それ以外の規模の
会社より従業員の割合から見て多くの自動化担当テスタ
ー（11.8％）を雇っていることが分かったのです。さらに
驚くべきことに、500人以上の規模の会社が最も割合が
低く、たった4.2％であるということが分かりました。つま
り、もしあなたが自動化担当のテスターになりたいので
あれば、中くらいの規模の会社を選択するのがよいこと
になります。

※ 訳者注記：テストジャンパーはJames Bachが提唱している概念。
チーム間やプロジェクト間を飛び回るスキルフルで熱いテスターのこと。 
http://www.satis�ce.com/blog/archives/1372

※ 訳者注記："I am a popsicle"の意味をJoelに確認したところ、特に意味
のない笑い話とのことでした。
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5%

24%
33%

28.5%

9.5%
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33% 33%

23.5%

23.5%

多くの部門に報告されるテストレポート

あなたの組織でテストの作業レポートを報告する相手は誰
でしょうか、という質問から、いくつかの興味深いことが分か
りました。会社の規模から見て、より小さい会社ほどプロジェ
クトマネージャーへ報告する割合が高く、また規模が大きな
会社ほど全社独立部門の品質担当重役や品質担当部長へ
報告する割合が増えていました。

品
質
担
当
重
役
 ま
た
は

品
質
担
当
部
長

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

開
発
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

CI
O

 ま
た
は

 
CT

O
 

テスターの役割（もちろんテスト以外です!）
テスト / 開発の環境整備という回答が、前回の調査よりさらに増えました

（前回の45.5％に対して今回は63％）。
また、今回新しく追加した選択肢であるドキュメント整備の回答を見ると、

半数以上のテスターが製品ドキュメントの作成作業に携わっていることが分かります。

54.5%63% 37% 35%

35% 11%28.5%

テスト / 開発の環境整備 要求獲得 内製ツール開発ドキュメント整備

インテグレーション＆
デプロイ

顧客サポート＆
トレーニング

専門サービス＆
販売サポート
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85%

35%

テスターの仕事ぶり

テスターは様々なテストアプローチを併用しながら 
仕事をしています

探索的テスト / セッション
ベースドテスト

ユーザー
シミュレーション

上位 / 下位レベルテスト計画

開発者やプロダクトマネージャーとの
進捗会議

要求分析ミーティング

テストチーム定例ミーティング

テストレビュー

経営層とのミーティング

振り返りミーティング

リスク分析

64%

62%

59%

59%

56%

53.5%

53%

43%

テスターが通常業務以外に行う『その
他』の回答には、次のものがありました。
デイリースクラム・ミーティング、同僚と
のレビューの際の『非公式な会話』、情
報収集、コードレビュー、など。

20%

ペアテスト

24%

調整されたユーザー
テスト（ベータテスト）

6

© 2015 - PractiTest & Tea Time with Testers. All rights reserved.

63.5%

スクリプトテスト

46%

バグ出し

テスト実施以外にやらなければいけない
たくさんのテスト関連の業務

Sponsored by

これらの数字は前回の調査からほ
とんど変化していません。仕事を遂
行するために、ほとんどのテスター
は様々なテストアプローチやテク
ニックを併用していることが見て取
れます。



この結果は驚くべきことではありません。前回の調査結果
もそうであったように、テスターの多くはテストについて
独学、あるいは仕事を通して学んでいます。これは完全に
道理にかなっており、また昨年開催されたテストの現状分
析のウェビナーでJerry Weinberg氏がとても強調していた
「私は『OJT』が100％になるかと思っていたよ。なぜならテ
スターという仕事をしていながら毎日新しい学びがないと
いうことが想像できないからね」というコメントを裏付け
ています。

また、前回の調査の結果と比べると、認定資格の数が上
昇していることが見て取れます。データをより詳細に見
ると、認定資格は西ヨーロッパでより人気があり（回答者
の45.5％）、北アメリカではあまり人気がない（回答者の
10％）ということがわかります。

テスターは前回調査のときに比べて 
文書を作成しなくなりました

テスターは自ら学んでいます 

各選択肢の回答の分布はそれほど驚くことではありませ
んが、すべての選択肢においてテストプロセスの一部で
使用されるテストドキュメントの量が減少しているのはと
ても興味深いことです。今後、（おそらくより詳しく）調査す
る価値があります。

63%

上位テスト
計画

52.5%

詳細テスト
スクリプト

18%

テストチャータ

16%

リーン
ドキュメント

52.5%

チェックリスト

44.5%

下位テスト
計画

13%

ライブ
ドキュメント

21.5%

マインドマップ
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独学（書籍、雑誌、
インターネットなど）

62%
認定資格
31%

その他
5%

正式な講座 / 
課程

17%

OJT & ピア・メンター
81.5%

Sponsored by



3%

スキル

良いテスターになるために 
テストのスキルはどれくらい必要でしょうか？

13%

5%

31%

33%

8%

3%

10%

2%

17%

9%

26%

31%

22%

16%

47%

54%

44%

56%

50%

52%

32%

43%

31%

45%

51%

53%

49%

52%

60%

50%

33%

51%

13%

17%

40%

65%

47%

67%

38%

40%

21%

20%

26%

24%

私たちは追加すべき重要なスキルも聞き、つぎの回答を
得ました。
想像力、適応力、情熱、疑う力、傾聴力、批判的思考、質問
力、自発性

そして、つぎのコメントが私たちの目に止まりました。
「『スキル』と言って良いかちょっと分からないですが、テス
ターは自分自身の継続的な教育に情熱的であるべきです。
技術は凄い早さで変化していますので、私たちが学ぶこと
を止めてしまえば、後ろに取り残されることになります。」

アジャイル開発方法論
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8

一般的なテスト方法論

モバイル技術

Web技術

組込み系システム

エンタープライズ系
ソフトウェアとプロセス

パフォーマンスや負荷テスト

機能テスト自動化とスクリプト作成

セキュリティテスト

コミュニケーションスキル

対顧客スキル

クラウド環境のテスト

ビッグデータのテスト

ビジネススキル

プログラミングスキル

重要でない 重要 非常に重要

Sponsored by



今回初めてソーシャルメディアを別選択肢としたところ、
57.5%という回答者の選択があり、一気に一位になりまし
た。前回の調査以降に導入されたもう一つの新しい選択
肢は、他分野（例えば心理学やライティングなど）から学ぶ
ことによって、最新情報を得たり、テストを改善するという
ものです。この選択肢では、1/4の回答者が彼らの知識や
改善のソースとして他分野から学んでいるという興味深い
結果を示しました。

さらに、最新情報を得るための『その他』の方法も聞きま
した。注目に値する回答はつぎのとおりです。
日常的にコードを書く、uTest※へ参加する、他の人が話
しているテストの課題を聞く、オープンソースプロジェク
トを手助けする

© 2015 - PractiTest & Tea Time with Testers. All rights reserved.
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Twitter、Facebook、
Linkedin、ブログ

57.5%
テストの書籍
54.5%

テストの雑誌
43%

テストコンテスト
7.5%

ウィークエンドテスト※
7%

その他
7%

正式なトレーニング
24.5%

テストの改善に役立つ他分野
（心理学、ライティング など）

24.5%

オンラインコミュニティ、
フォーラム

54%

カンファレンス、オフ会、
セミナー

44.5%

テスターは社会的存在である（笑

Sponsored by

テストの世界の変化をどうキャッチアップしているのかをテスターに聞いてみました

※訳者注記：「ウィークエンド・テスト」とは週末にテスター
たちがSkypeなどを使ってオンラインで集まり、
テストのセッションをしながらスキルを高め合うコミュニティ。
インドから始まり、現在では欧米でも広まっている

※訳者注記：uTestはソフトウェアやWebアプリケーションのテストを
クラウドソーシング方式で行うオンライン上のサービス。バグの発見
者には報奨が支払われる。



今年は『自由回答』形式で回答者が過去３年間に参加した公式 / 非公式なカンファレンスは何ですか？
という質問をしました。多くの回答の中から主なものを紹介します。

よいテストカンファレンスがたくさんあります 
 参加したいものを探してみてください
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TestBash

Mobile Testing Conference

Star Conference/s

CAST

MS TechEd 

ISTQB conference

QA Summit

Selenium Conference

Rapid Software Testing courses

Testing meetups

Let’s Test

Agile Testing Days

Scrum master certification/s

Tabara de Testare (Rumania)

JaSST (Japan Symposium on Software Testing)

STPCon

Weekend Testing



あなたの組織ではテストのプロセスとデータを 
どのように管理していますか?

テストのプロセス

16
%

23
%

11

「その他」の回答の中には、
ポストイット、かんばんツー
ル、自作ツールを使っている
というものがありました。

バグ管理
システム

Excel, Word, 
Mail などテストやQAの

管理ツール

プロジェクト
管理ツール探索メモ用

ツール

53
%

53
%

65
%

77.5
%

テストチームの作業の自動化の割合は増加傾向にあり
ます。  

注目!   自動化していると回答した人以外の11％の回答
者は、自分たちのテストの自動化の割合さえ分かってい
ないというのは興味深いです。このことは全般的に彼ら
の仕事の計測が不足していることを示しているのではな
いでしょうか?
もう一つ興味深かったのは、データをよく見ると、90％以
上を自動化していると回答したテスターの多くは小規模
の会社の人だったことです。

© 2015 - PractiTest & Tea Time with Testers. All rights reserved.

アジャイル手法を採用している回答者の割合が増えて
いる（昨年の78%から今年は88%）ことから、企業は複
数の方法論を引き続き併用して適用していると考えら
れます。  

世界的なアジャイル手法の 
採用の拡大

組織ではテストの多くを 
自動化しつつあります

分からない
11%88%

42%

19.5%

15%

14%

13.5%

9.5%

6%

>10%
26%

10%-50%
37.5%

>90%
5.5%

50%-90%
20%

ウォーターフォールまたは
ウォーターフォール的

テスト駆動開発 TDD

独自のモデルや原則

DevOps

ビヘイビア駆動開発 BDD

コンテキスト駆動型モデル 

どの構造的モデルや原則 
にも沿っていない

アジャイルまたはアジャイル的

Sponsored by

回答者の組織ではどの開発方法論に従っている 
のかを質問しました。



社内の自動化状況の詳細

自動化している作業
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自分のプロジェクトでは
自動化していない12%

自動化している86%

自動化しているかどうか
分からない2%

機能テストや
リグレッション

テスト
75%

負荷テストや
ストレステスト48.5%

単体
テスト38.5%

SpecflowやGherkinなどによる
BDDスクリプトの記述13.5%

継続的統合
(CI) 40%

テストデータ
の生成 27%

必要に応じて
使用される

自作スクリプト
21%

Sponsored by

自動化しているという回答者が昨年
より増えた（81%→86%）にもかか
わらず、各選択肢の数字にはおお
むね変化がなかったことが見てと
れます。新しく追加したBDDスク
リプトの選択肢は回答者の
13.5%が選択しました。



テストの課題 

テストチームが抱える課題

『その他』の課題として、よりよいメトリクスの開発、変わり続けること、テストチームにおけ
る学習文化の醸成、製品のリスクのアセスメント、0からのテスト機能の構築、開発者との
コミュニケーション、アジャイルテストへの適応、など数多くの課題を回答いただきました!

13

易しい 挑戦的 難しい

予算

チーム規模

雇用

教育

技術習得のための時間

テストツール

経営判断（や業務）へのさらなる参画

時間管理

テスト以外の関連作業にあてる時間

政治 / 文化的な問題

テストの価値の伝達

オフショア / アウトソーシングの活用

31%

25%

15%

22%

19%

28%

26%

18%

34%

37%

34%

42%

54%

60%

53%

63%

64%

55%

56%

61%

54%

45%

54%

46%

15%

15%

32%

15%

17%

17%

18%

21%

12%

18%

12%

12%

Sponsored by © 2015 - PractiTest & Tea Time with Testers. All rights reserved.



過去1年間にテストに関して変えたものは何ですか？
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自由記入の質問事項として、過去1年間に実施した仕事の仕方の変更と、それをなぜ変えたのかを質問しました。たくさ
んの興味深い回答の中から、今後あなたが自分のテストの仕方を変更したり、改善したりするためのヒントとなりそうな
ものを紹介します。

“自動テストにおいて、複雑なテストケースを対象に
するのではなく、簡単なケースから拡大していくアプ
ローチに変更した。その結果として、テスト実行の工
数が削減され、静的解析に割ける時間が増えた。

“QAマネージャーの役割が分割され、その結果とし
てQAメンバーがそれぞれのスクラムチームに配置さ
れた。結果、QAエンジニアだけではなく、各スクラム
チームが品質に対して責任を持つことになった。

“カンバン方式の適用（去年1年で多くの人に広まっ
た）。

“『全テストの自動化』を目指すことを止め、テストチ
ャータを用いた探索的テストの範囲を広げた。

“ソフトウェアの重要ではない部分に拘りすぎていた
ため、リスク分析を含めた方法に変更した。

“顧客の公式受け入れテストの前に、顧客が参加して
ソフトウェアが目的に適っているかを判定する顧客検
証テストサイクルを新たに導入した。

“機能ごとのテストカバレッジを表現するためのマイ
ンドマップの利用 – テストカバレッジの見える化と今
後のレビューの改善のため。

“厳密なウォータフォール型の手動テストから、継続
的デリバリーのATDD（Acceptance Test Driven 
Development）プロセスへ移行した。

“経営判断に基づくテストレポートの作成を始めた。
“開発者テストへの更なる関与。

批判的思考
成果重視のソフトスキル /
コミュニケーションスキル
好奇心
テストに対する情熱と熱意
自分とは異なる様々な考え方を
受け入れられるマインドセット

明瞭にサクサクと返答できるスキル

チームでの協調性 

専門的 / 基礎的な
プログラミングスキル

ビジネス指向、オープンな思考

自主学習力

モバイル分野の知識

採用担当マネージャーに新しくテスターを採用するときに何を重視しているかを
質問した結果、つぎのような点を重視していることが分かりました。

テスターを採用するときマネージャーは何を重視しているのでしょうか？

Sponsored by



将来の予測

5年後の自分は何をしていると思いますか？

前回の調査結果と比べると、5年後にテス
ターを続けているだろうと答えた人は55
％から45％へと減少しています。おそらく
このような結果になった大きな理由は、
19%の回答者が、（今年加わった新しい選
択肢である）テストコンサルタントを選択
したためでしょう。5年後に何をしている
かわからないと答えた回答者の割合は前
回と全く同じ19％でした。プログラマーと
して働きたいと答えた割合はわずかに上
昇しています。

© 2015 - PractiTest & Tea Time with Testers. All rights reserved.
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テスターまたは
テストマネージャー

45%

5年後に何をしているか
分からない

19%

テストコンサルタント
19%

ビジネスに関わる仕事
9%

プログラマーまたは
リードプログラマー

5%

リタイア
2%

技術業界にはいない
1%

テストの職業環境に安定性が見られることから、不安は
ないという回答者の割合が前回よりも増えました。（前
回が42％で今回が48％）。

職業の安定性について
どのくらい不安がありますか？

テスト業界がどのように
改善されると良いと思いますか？

テスト業界で何が変わるとテスターにとって良くな
るかを尋ねたところ、次のような興味深い回答を得
ることが出来ました。

“テスト業界が、『テスターが職務を遂行するため
には資格認定者であるべき』という観念から逃れ
ることを願う。
“業務の理解と展望を改善するために、実際に製
品を使用されているお客様との時間を持つ。

“もっと『技術の共有』をマネージャー、テスター、
開発者間で行う。

“学習は奨励されるべきである。
“テストが『必要悪』と見なされるよりも、いかに
大切なことであるか、顧客に理解を深めてもらう。

18% 48%

34%

不安はないとても
不安がある

やや
不安がある

Sponsored by



おわりに
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我々は、今日のテスター達がプロフェッショナルな環境に身を置いていることに誇りを感じています！

調査結果から回答者の目が次のことに向けられていることが分かり、安心しました。すなわち、テスト作業におけるより専
門的なツール（実物 / 仮想）の活用、より様々なテスト / 開発アプローチの適用、テストやQAに関する様々な専門分野か
ら構成される品質保証の個々の活動全てです。

テスター達は知識に飢えており、様々なところから知識を得ようと努力しています。必然的に、彼らの目はソーシャルネッ
トワーク、例えばTwitter、Facebook、LinkedInやオンラインのテストコミュニティに向けられています。

世界中のテストチームやマネージャは、多かれ少なかれ同じようなことに挑戦しているようです。すなわち、「いかに優秀
なテスターを雇うか」、「テスターのスキルを伸ばすための時間をいかに確保するか」、「テストをもっとよくするための時
間をいかに確保するか」です。

テストの未来はどうなっていくのでしょうか？

テスター達は去年と比べて自分達の仕事がより安定していると感じています。一方で彼らは、チームの他のメンバー（特
に同僚）に自分達の仕事をより理解してほしいと感じており、またエンドユーザーとの直接の対話から彼らをより理解し、
自分達の仕事を改善したいと考えています。

来年の調査により、テストという仕事の真の姿、そして職業としてのテスト分野の未来をより深く洞察 / 理解できるデータ
が集まることを期待しています。

ではまた来年お会いしましょう！
Lalit and Joel

Tea-time with Testersは、世界に配信されているソフトウ
ェアテストの（オンライン）月刊誌です。これまでにない変
化の波がビジネスやテスト業界、テスターのコミュニティ
に押し寄せてきている現在、Tea-time with Testersは、明
日のチャレンジに必要な最新情報をお届けすることを約
束します。それらの情報は、ソフトウェアテストの世界をさ
らに深く、完全に理解するのに役立つことでしょう。

2011年の創刊以来、本誌はテスト刊行物の関係者にとっ
てひとつのベンチマークになっており、本誌がソフトウェア
テストの理論や考え方に関する真�な報告を初めて行い
ました。そして、改めて、技術的/企業ジャーナリズムの全く
新しいジャンルにより近く、より鋭く迫る最初のものになろ
うとしています。本誌は、世界中のテストコミュニティにお
ける唯一の月刊誌であり、そのコンテンツの品質、執筆陣、
独特な情報提供で知られています。現在、Tea-time with 
Testersは、世界の英文テスト雑誌の中で最高の発行部数
と読者数を誇っています。

より詳細はWebサイトへ
http://www.teatimewithtesters.com/

PractiTestはQAとテストのマネジメントの全てをサポート
する統合ソリューションです。本ソフトウェアはプロジェク
トに関する情報の統制やテスト結果の組織への報告を中
心に、テストや開発プロセスのコントロールをサポートし
ます。

本ソフトウェアは、要求仕様の整理、テストケースの作成と
実行、バグトラッキング等をサポートしています。さらに、
Selenium、Junit、SoapUI、QTP、Jenkins等の自動化ツール
だけではなく、JIRA、Bugzilla、RedMine、Pivotal Trackerと
いった有名なバグ管理ツールとの連携を可能としていま
す。

より詳細はWebサイトへ 
http://www.practitest.com/

Tea-time with Testersについて PractiTestについて 



ご協力
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この調査の実施のために私たちに協力していただいた方で、このリストに名前がない方は私たちまでお知らせください。
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